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１

１．はじめに

最近、日本全国で大きな被害（ひがい）をもたらす水害（すいが
い）が発生（はっせい）しています。

皆さんが住んでいる土地がどのようなところなのか、
洪水（こうずい）になったら国（くに）や市（し）
や町（まち）などがどのような取り組みをしている
のか、またその取り組みにより造（つく）られた
治水施設（ちすいしせつ）がどのような役割（やく
わり）を果たしてるのかなどについて学んでいきま
しょう！
それでは、探究学習（たんきゅうがくしゅう）を
始めましょう！

事前学習

現地見学

（中学習）

事後学習

事前学習で知識を深める

現地で理解する

事後学習で追求し復習

平成27年9月関東・東北豪雨

探究学習とは・・・

さらに過去（かこ）の水害などについても学習し、このような
被害が決して他人事ではなく、自分たちにも起こる可能性（か
のうせい）があるという意識（いしき）を持って、普段から水
害に備えてもらえるようになるとうれしいです。

令和５年台風第２号

このような水害の発生に備えて、いろいろな立場（たちば）の人
が、さまざまな取り組みを行っています。

じぜんがくしゅう

じごがくしゅう

げんちけんがく

なかがくしゅう



２．川について知ろう

川の水はどこからやってくるの？

台風などで大雨が降ると川の水は増えるんだね

雨水は高いところから低いところ、小さな川から大きな川に集まります。

降った雨が集まる範囲（はんい）を流域（りゅういき）といいます。

川は普段は低いところを流れていますが、雨水が川に集まると、川の水が
増え、草や木がどんどん水に沈んで、川の水が土と混ざって茶色になります。
川は山から海へ、雨水と土を運ぶ役割（やくわり）があるのです。 2



３

昔と今の川の流れを知ろう！

２．川について知ろう

こ が つくばさん
ひたちふ

つちうら

くまがや

し た み

りゅうがさ
き

かしま
かとりかい

かとり

ちょうし

おおしらかわ

と が さき

まつど

いちかわ

そうか

しもうさふ

いしおか

こ が

くりはし

せきやど

たかはま ほこた

つちうら

かとり

ちょうし

の だ

なりた

け み がわ

ふなばし

まつど

どうきょう

おおみや

うらわ

くまがや

いまの埼玉県（さいたまけん）

いまの埼玉県（さいたまけん）

昔と今って川の流れが違っていたんだね。

埼玉県に流れ込んでいる川も違うよね

3



ここからは、中（なか）川・綾瀬（あやせ）川の成り立ちと周辺の土地
の話をします。
上の図は、関東地方を流れる利根（とね）川及び荒（あら）川とそのま
わりの土地の高さを示しています。
赤色（茶色）が高い土地、青（水色）が低い土地です。

白い線で囲まれている所が、現在の埼玉県です。

真ん中下の白くなっているところは東京湾（とうきょうわん）です。
赤い線が今の利根川・荒川ですが、昔はオレンジの点線のあたりを
流れていました。

約４３０年ほど前から行われた利根川と荒川の流れを変える工事によ
り、利根川と荒川は赤い線を流れるようになりました。（次のページにくわし
い説明があります）

まわりの地形や流域（りゅういき）を知ろう！

4

３．なか川・あやせ川の成り立ちと地形について

へぇ～、6000年前は海だったの？

赤色（茶色）が高い土地、青（水色）が低い土地なんだよね。



昔、利根川や荒川がオレンジの点線のように、東京湾へ流れてましたが、
約430年前から、徳川家康（とくがわいえやす）が江戸を水害から守るた
め、利根川は東へ、荒川は西へ川の流れを変える工事（こうじ）を行い、 
現在の流れ（赤い線の利根川・荒川）になりました。
これを「利根川東遷（とうせん）、荒川西遷（せいせん）」と呼んでます。

その目的（もくてき）は、江戸を利根川の水害から守り、田んぼや畑を
耕して、お米や作物（さくもつ）を増やすこと、舟（ふね）で東北（とうほ
く）と関東（かんとう）との往き来できるようにして大量（たいりょう）に物
を運べるようにすることで、江戸の町を豊かにすることでした。

この利根川の東遷、荒川の西遷により、今のなか川・あやせ川が誕生した
のです。（次のページへ）

利根川の東遷（とうせん）
荒川の西遷（せいせん）を知ろう！
なか川・あやせ川が誕生！

5

３．なか川・あやせ川の成り立ちと地形について

川の流れを変えるって、昔の人はすごいね～！



そして先ほどオレンジ色の点線の流れがあったところに赤色の川（なか川・あやせ川）
ができました。
この２つの川のまわりのオレンジ色の線をなか川あやせ川流域（りゅういき）と言います。

次に土地の高さを見てましょう。
上の図の白い線(AーA’)で切って、図面の下から見たものが地形だんめんの絵です。
赤い点線の矢印が示している範囲が、流域（りゅういき：オレンジ色）の幅です。
これを見ると、この流域の範囲がその両側よりも低くなって、お皿のような地形になって
いる事が分かります。

6

まわりの地形や流域（りゅういき）を知ろう！

なか川・あやせ川流域(りゅういき)の地形

あ
や
せ
が
わ

な
か
が
わ

３．なか川・あやせ川の成り立ちと地形について

なか川、あやせ川って、低いところを流れているんだね

両側よりも低くなっている地形に、たくさんの雨がふったら
どうなるでしょうか？



４．雨が降ったらどうなるの？

川の水が増えると住んでいるところが危なくなるんだね

大雨が続いて川が氾濫（はんらん）する
と町では、大きな被害が出るんだよ
洪水によって川から水があふれることを
「外水氾濫（がいすいはんらん）」って
いうんだよ

江戸川の水位が高くなってもう少しであふれ
そうだよ

7



４．雨が降ったらどうなるの？

大雨によって下水道から水があふれているよ

川の水位（すいい）が高くなると、雨水が川に
排水（はいすい）できなくなって下水道（げす
いどう）や水路（すいろ）から雨水があふれて
しまうんだ。これを「内水氾濫（ないすいはん
らん）」っていうんだよ

昭和61年8月洪水
による被害（越谷市）

昭和57年9月台風18号
による被害（草加市）

過去の
水害

なか川、あやせ川流域は、お皿のような地形を
しているので、江戸川やなか川、あやせ川の水
位が高くなると、雨水が溜まりやすくなってし
まうんだ。

8



ふった雨が水路（すいろ）を通って川まで流れ込むことができれば、川を通って
海に行くことができます。
でも、それができないと上の写真のように、道路や家のまわりが川のようになって
しまいます。
昭和33年9月（66年前）の台風では流域（りゅういき）の約30％が浸水
（しんすい）するという大きな被害がありました。
令和５年６月の台風第２号による雨の量は、これまでに観測した中での最
大と同じくらいの322mmを記録しました。この流域の南の方にある春日部市やと
なりの越谷市でも浸水（しんすい）があり約4,000戸の浸水被害がありました。

雨による被害（ひがい）を知ろう！

昭和61年8月洪水
による被害（越谷市）

昭和57年9月台風18号
による被害（草加市）

昭和33年9月狩野川台風
による被害（葛飾区）

春日部市武里地区 越谷市船渡地区

★豆ちしき★
３２２ｍｍの雨とは・・・
平らなところにそのまま貯めると３２ｃｍの高さになる雨の量
浸水被害とは・・・
・床下(ゆかした)浸水：お家などの建物の床の下まで水が
入り込むこと
・床上(ゆかうえ)浸水：お家などの建物の床の上まで水が
入り込むこと 9

４．雨が降ったらどうなるの？

雨が降ると、
町じゅうが水浸しになってしまうこともあるんだね



ちょうせいち

調整池を造る

はんらん

氾濫をできるだけ
ふせ へ

防ぐ・減らす

た

校庭に水を貯める

はんらん

氾濫をできるだけ
ふせ へ

防ぐ・減らす

小さな川小さな川

大きな川川の底を掘る
ちょうせつち

調節池をつくる

①

①

②

③ ④

水の深さを測る
機械を設置する

ひがい     へ

被害を減らす

⑤

     ひさいじょうきょう

これまでの被災状
況のお知らせをする

ひがい  たいしょう   へ

被害の対象を減らす

⑥

はんらん

氾濫をできるだけ
ふせ へ

防ぐ・減らす

ていぼう

堤防を高くして水が
あふ

溢れないようにする

川の底の土を掘り
流れる水の量を多くする

６

河道堀削(かどうくっさく)
  堤防整備(ていぼうせいび)

改修後

右の写真は川の曲がり部分をけずった例。川
幅(かわはば)が大きくなり、まっすぐになったた
め、より多くの水が流れやすくなりました。

川の底の土をほって、流れる水の量をふやす
したり、堤防(ていぼう)を高くすることで、川の
水位 (すいい)が上がってもあふれないように
します。

①

はんらん

氾濫をできるだけ
ふせ へ

防ぐ・減らす
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改修前

５．災害（さいがい）から守る取組み

水害（すいがい）をなくすために、国（くに）や市（し）
や町（まち）などいろいろな取り組みをしているんだよ



洪水時

雨が降ったとき

平常時

平常時

雨が降ったとき

平常時
②調節池(ちょうせつち)

主に小さな川に設置(せっち)されます。
雨がふって川の水が増えたときに、増えた水を
一時的に調節地にためておくことで、川の水が
それ以上増えることを防ぐ効果があります。

左の写真は、大吉調節池(おおよしちょうせつ
ち)に水がいっぱいになった時の様子です。調節
池に水が入ることで、川のはん濫を防ぎます。 

③調整池(ちょうせいち)

川からはなれた住宅街にふった雨を貯めておく施設
です。こちらも一時的に水を溜めることで、周辺の
浸水を防ぐ役割があります。

右の写真は調整池(ちょうせいち)の例です。
平常時はただのコンクリートの箱のような施設です
が、雨が降ると右下の写真のように降った雨を取り
込むことで、周辺の浸水を防ぎます。

④校庭貯留(こうていちょりゅう)
皆さんの学校にもある校庭を、調整池のように、
ふった雨を一時的に貯める施設として使うことで
す。それにより、周囲への浸水を少しでも防ごうとす
るものです。

左の写真は、雨が降った時の校庭貯留
(こうていちょりゅう)の様子です。

はんらん

氾濫をできるだ
ふせ へ

防ぐ・減らす

11

５．災害（さいがい）から守る取組み



12

浸水(しんすい)センサーは、街の中で浸水が起きたときに知らせてくれるセンサーです。
浸水をすぐに知ることができると、早く避難(ひなん)することができ、それにより被害(ひがい)
を減らすことができます。

下の右の写真は、小型浸水(こがたしんすい)センサーです。電柱(でんちゅう)の下の方に
設置されており、浸水を感知したらすぐに、通信(つうしん)で教えてくれるという大事な役
割を持つ機械(きかい)です。

この対策の目的は、川が氾濫（はんらん）した場合の、この場所の浸水の深さ
を事前にお知らせすることで、被害（ひがい）にあう施設などを減らすことです。
町の中にある電柱などに、河川の氾濫時(はんらんじ)に想定される浸水深
(しんすいしん) を表示しています。

⑥ 被害予想(ひがいよそう)の公表(こうひょう)

ひがい     へ

被害を減らす

ひがい  たいしょう   へ

被害の対象を減らす

５．災害（さいがい）から守る取組み

⑤センサー（感知器（かんちき））を設置する



そこで、川からえだ分かれした人工の川をつくって、他の大きな川や
海につなげるんだ。そうすれば、ふえた水はそちらに流れるので、川
の水があふれないようにすることができるのさ。このように、こうずい
（洪水）をおこさないために作った人工の川を「ほうすいろ（放水
路）」っていうんだ。

「首都圏外郭放水路（しゅとけんがいかくほうすいろ）」とは？

放水路（ほうすいろ）とは？

放水路（ほうすいろ）のしくみ

ふだん 水かさがふえたとき

「しゅとけんがいかくほうすいろ」は

さいたま県かすかべ市につくられた地

下にある「ほうすいろ」なんだ。

川の水はどこから入るの？

大落古利根（おおおとしふるとね）川、幸松（こうまつ）

川、倉松（くらまつ川、中（なか）川、第（だい）１８号（ご

う）水路（すいろ）のとなりに「立坑（たてこう）」という大

きなたてあながあって、川があふれそうになると「たて

こう」に水が流れ落ち、地下の「トンネル」と「調圧水槽

（ちょうあつすいそう）」を通って、江戸（えど）川に流さ

れるんだよ。

地下のほうすいろから「えど川」へ
どうやって水を流すの？

「排水機場（はいすいきじょう）」にポンプが４台あって、
「ガスタービン」という機械（きかい）で、大きな“はね
車”を回して、江戸（えど）川に水を流しているんだ。

小さな川 大きな川（江戸（えど）川）

深さ
やく５０ｍ

地下のトンネルの長さは6.3ｋｍもあって、

地面からおよそ50ｍの深さにあるんだ。

平野を流れる川の多くは、はばが広くないし、それほど深くない。そ
れに、こうばい（勾配：かたむきの大きさ）も小さいから、ふだんは
ゆったりと流れているんだ。だから大雨がふって水かさがふえると、一
度にたくさんは流しきれないため、水が
ていぼうをこえてあふれ、こうずい（洪水）になってしまうんだ。

このポンプ４台で、１秒間にさいだい２００
ｍ３の水をはき出すことができるんだよ。
２５ｍプールの水を、たった１秒で空（か
ら）にする力があるんだ！スゴイだろ？
※２５ｍプール
長さ２５ｍ はば１０ｍ 深さ０．８ｍ

ガスタービン はね車

とうきょうわん

かすかべし

えどがわ

はいすいき場

ポンプせつび

幸松川

江戸川

こうまつがわ

春日部市

東京湾

東武アーバンパークライン

第18号水路
だい18ごうすいろ

長さ６．３ｋｍ

第
１
立
坑

だ
い
１
た
て
こ
う

だ
い
２
た
て
こ
う

第
２
立
坑

だ
い
３
た
て
こ
う

第
３
立
坑

だ
い
５
た
て
こ
う

第
５
立
坑

だ
い
４
た
て
こ
う

第
４
立
坑

ち
ょ
う
あ
つ
す
い
そ
う

は
い
す
い
き
じ
ょ
う

調
圧
水
槽

排
水
機
場

人

おおおとし
ふるとね川

こうまつ川

くらまつ川

なか川

第１８ごうすいろ

埼玉県千葉県
さいたまけんちばけん

トンネル

ほうすいろ

放水路
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えど川

ちょうあつすいそう

６．首都圏外郭放水路について



どうやってつくったの？

今までどれくらい使っているの？

できる前 できた後

このときの排水量（はいすいりょう）は、

オリンピックサイズプール約５，１００杯分！

東京ドームだと約１５杯分になるよ！！

放水路（ほうすいろ）ができる前とできた後の、町のようす（幸手（さって）市）

平成12年7月 台風だい3号（雨量160mm） 平成16年10月 台風だい22号（雨量199mm）

平成14年6月に倉松（くらまつ）川から江戸（えど）川までの

3.3ｋｍができて、試験（しけん）的に使い始めてから、これま

で※に148回も使っているんだ。（※令和6年12月31日まで）

今までで一番多くほうすいろに水が入ったのは、平成27

年9月の台風第（だい）１７号・１８号のときで、約1,900万ｍ３

だよ。

シールドマシン
（ちょっけい１２ｍの大きさ）

「調圧水槽（ちょう
あつすいそう）」は、
長さ177ｍ、幅（は
ば）78ｍ、高さは
18ｍもあるんだ。
全部で59本もの
柱があるよ。

・オリンピックサイズプール

長さ：50m、はば：25m、深さ：3m、

ようりょう：3,750m3

・東京ドーム ようせき：やく124万 m3

「調圧水槽（ちょう
あつすいそう）」に
水がたまっている
ようす。

トンネルの大きさ
約１０ｍ

まず「たてこう」をほり、
それができたら・・・

「シールドマシン」というきかいを入
れて、トンネルをほっていったんだ。

人

人

人

うりょううりょう

14

シールドマシンは、つつのような形をした大きなき
かい。先たんにあるカッターで、少しずつ地中をほ
り、「セグメント」とよばれるコンクリートのブロックを
組み立ててかべを作りながら進んでいくんだよ。
シールドマシンは地中をほる作業とトンネルのけん
せつを、同時に行うことができるのさ。

６．首都圏外郭放水路について



７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．自分で出来ることを考えよう７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．自分で出来ることを考えよう７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．自分で出来ることを考えよう７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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７．洪水から身を守るために自分でできることを考えよう
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事前学習 月 日

今日の学習できょうみを持ったところ

首都圏外郭放水路（龍Ｑ館）で調べたいこと、見学したいところ

もっと教えてほしいところ、これからやろうとおもうこと
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６.学習ポイントきろくノート



見学きろく 月 日

首都圏外郭放水路を見学してわかったところ

首都圏外郭放水路を見学してきょうみをもったところ

もっと知りたいこと、見学した感想
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６.学習ポイントきろくノート



事後学習 月 日

『洪水から身を守るために何をしたらよいか』 書きだそう

『洪水から身を守るために何をしたらよいか』 話し合おう

災害や防災でもっと教えてほしいこと、これからやろうと思うこと
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６.学習ポイントきろくノート



メモ
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探求学習ワークブック
川の防災にくわしくなろう！

関東地方整備局 江戸川河川事務所
R７.4発行

国土交通省関東地方整備局 江戸川河川事務所
〒278-0005 千葉県野田市宮崎134 TEL. 04(7125)7311（代表）

首都圏外郭放水路 検 索

「首都圏外郭放水路ホームページ」へは

で
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